
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上端が開口するとともに、この開口周縁に設けられたフランジ部を有する容器本体と、
　この容器本体を上方から覆うとともに、収納部が形成された蓋体と、
　前記フランジ部にシールされ容器本体の上端開口を密閉する第１面と、この第１面に一
端が連結され他端がフランジ部から外方へ突出する第２面とを有するシート体と、
　前記蓋体の収納部内に収納され、シート体の第２面により支持されたデザート食品の固
体部分と、を備え、
　前記第２面の他端を引張ることにより、第２面が第１面上を滑って第１面をシールされ
たフランジ部から剥離し、蓋体の収納部内に収納された固体部分を容器本体内へ落下させ
、
　蓋体はフランジ部の外周に嵌め込まれる周縁突部を有し、
　第１面をフランジ部外周より大きく形成し、第１面の周縁をフランジ部と周縁突部との
間で狭持し、第１面がフランジ部から剥離する際、第１面の周縁によってフランジ部と周
縁突部との間の嵌合を解除することを特徴とする包装体。
【請求項２】
　上端が開口するとともに、この開口周縁に設けられたフランジ部を有する容器本体と、
　この容器本体を上方から覆うとともに、収納部が形成された蓋体と、
　前記フランジ部にシールされ容器本体の上端開口を密閉する第１面と、この第１面に一
端が連結され他端がフランジ部から外方へ突出する第２面とを有するシート体と、
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　前記蓋体の収納部内に収納され、シート体の第２面により支持されたデザート食品の固
体部分と、を備え、
　前記第２面の他端を引張ることにより、第２面が第１面上を滑って第１面をシールされ
たフランジ部から剥離し、蓋体の収納部内に収納された固体部分を容器本体内へ落下させ
、
　容器底面のうち収納部下方に固形部分が載置される載置台を上方へ突出して設けたこと
を特徴とする包装体。
【請求項３】
　上端が開口するとともに、この開口周縁に設けられたフランジ部を有する容器本体と、
　この容器本体を上方から覆うとともに、収納部が形成された蓋体と、
　前記フランジ部にヒートシールされ容器本体の上端開口を密閉する第１面と、この第１
面に一端が連結され他端がフランジ部から外方へ突出する第２面とを有するシート体と、
　前記容器本体に収納されたデザート食品の液体部分と、
　前記蓋体の収納部内に収納され、シート体の第２面により支持されたデザート食品の固
体部分と、を備え、
　前記第２面の他端を引張ることにより、第２面が第１面上を滑って第１面をヒートシー
ルされたフランジ部から剥離し、蓋体の収納部内に収納された固体部分を液体部分が収納
された容器本体内へ落下させ、
　蓋体はフランジ部の外周に嵌め込まれる周縁突部を有し、
　第１面をフランジ部外周より大きく形成し、第１面の周縁をフランジ部と周縁突部との
間で狭持し、第１面がフランジ部から剥離する際、第１面の周縁によってフランジ部と周
縁突部との間の嵌合を解除することを特徴とする包装体。
【請求項４】
　上端が開口するとともに、この開口周縁に設けられたフランジ部を有する容器本体と、
　この容器本体を上方から覆うとともに、収納部が形成された蓋体と、
　前記フランジ部にヒートシールされ容器本体の上端開口を密閉する第１面と、この第１
面に一端が連結され他端がフランジ部から外方へ突出する第２面とを有するシート体と、
　前記容器本体に収納されたデザート食品の液体部分と、
　前記蓋体の収納部内に収納され、シート体の第２面により支持されたデザート食品の固
体部分と、を備え、
　前記第２面の他端を引張ることにより、第２面が第１面上を滑って第１面をヒートシー
ルされたフランジ部から剥離し、蓋体の収納部内に収納された固体部分を液体部分が収納
された容器本体内へ落下させ、
　容器底面のうち収納部下方に固形部分が載置される載置台を上方へ突出して設けたこと
を特徴とする包装体。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明はデザート食品を収納した包装体に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来から、例えばスポンジ菓子等のデザート食品を収納するための包装容器が知られてい
る。このような包装容器は容器本体と、容器本体を覆う蓋体とからなり、容器本体内にデ
ザート食品が収納される。
【０００３】
使用に際しては、容器本体から蓋体が取外され、包装容器内または外部に設けられたソー
ス入袋を開封して袋内のソース（デザート食品の液体部分）を容器本体内のデザート食品
の固体部分に注いでいる。その後、使用者はソースが注がれたデザート食品の固体部分を
食べることになる。
【０００４】
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【発明が解決しようとする課題】
上述のように、従来、包装容器の容器本体内にデザート食品が収納され、包装容器内また
は外部に設けられたソース入袋を開封して袋内のソースをデザート食品の固体部分に注い
でいる。しかしながら、ソース入袋をいちいち開封して内部のソースをデザート食品に注
ぐことは煩雑である。
【０００５】
このような場合、包装容器内のデザート食品の固体部分に予めソースを注いでおくことも
考えられるが、デザート食品によっては食べる直前にソースを注ぐことが必要な場合もあ
る。
【０００６】
本発明はこのような点を考慮してなされたものであり、使用直前にデザート食品の固体部
分と液体部分を容易かつ簡単に混合することができる包装体を提供することを目的とする
。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、上端が開口するとともに、この開口周縁に設けられたフランジ部を有する容
器本体と、この容器本体を上方から覆うとともに、収納部が形成された蓋体と、前記フラ
ンジ部にシールされ容器本体の上端開口を密閉する第１面と、この第１面に一端が連結さ
れ他端がフランジ部から外方へ突出する第２面とを有するシート体と、前記蓋体の収納部
内に収納され、シート体の第２面により支持されたデザート食品の固体部分と、を備え、
前記第２面の他端を引張ることにより、第２面が第１面上を滑って第１面をシールされた
フランジ部から剥離し、蓋体の収納部内に収納された固体部分を容器本体内へ落下させ、
蓋体はフランジ部の外周に嵌め込まれる周縁突部を有し、第１面をフランジ部外周より大
きく形成し、第１面の周縁をフランジ部と周縁突部との間で狭持し、第１面がフランジ部
から剥離する際、第１面の周縁によってフランジ部と周縁突部との間の嵌合を解除するこ
とを特徴とする包装体である。
　本発明は、上端が開口するとともに、この開口周縁に設けられたフランジ部を有する容
器本体と、この容器本体を上方から覆うとともに、収納部が形成された蓋体と、前記フラ
ンジ部にシールされ容器本体の上端開口を密閉する第１面と、この第１面に一端が連結さ
れ他端がフランジ部から外方へ突出する第２面とを有するシート体と、前記蓋体の収納部
内に収納され、シート体の第２面により支持されたデザート食品の固体部分と、を備え、
前記第２面の他端を引張ることにより、第２面が第１面上を滑って第１面をシールされた
フランジ部から剥離し、蓋体の収納部内に収納された固体部分を容器本体内へ落下させ、
容器底面のうち収納部下方に固形部分が載置される載置台を上方へ突出して設けたことを
特徴とする包装体である。
　本発明は、上端が開口するとともに、この開口周縁に設けられたフランジ部を有する容
器本体と、この容器本体を上方から覆うとともに、収納部が形成された蓋体と、前記フラ
ンジ部にヒートシールされ容器本体の上端開口を密閉する第１面と、この第１面に一端が
連結され他端がフランジ部から外方へ突出する第２面とを有するシート体と、前記容器本
体に収納されたデザート食品の液体部分と、前記蓋体の収納部内に収納され、シート体の
第２面により支持されたデザート食品の固体部分と、を備え、前記第２面の他端を引張る
ことにより、第２面が第１面上を滑って第１面をヒートシールされたフランジ部から剥離
し、蓋体の収納部内に収納された固体部分を液体部分が収納された容器本体内へ落下させ
、蓋体はフランジ部の外周に嵌め込まれる周縁突部を有し、第１面をフランジ部外周より
大きく形成し、第１面の周縁をフランジ部と周縁突部との間で狭持し、第１面がフランジ
部から剥離する際、第１面の周縁によってフランジ部と周縁突部との間の嵌合を解除する
ことを特徴とする包装体である。
　本発明は、上端が開口するとともに、この開口周縁に設けられたフランジ部を有する容
器本体と、この容器本体を上方から覆うとともに、収納部が形成された蓋体と、前記フラ
ンジ部にヒートシールされ容器本体の上端開口を密閉する第１面と、この第１面に一端が
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連結され他端がフランジ部から外方へ突出する第２面とを有するシート体と、前記容器本
体に収納されたデザート食品の液体部分と、前記蓋体の収納部内に収納され、シート体の
第２面により支持されたデザート食品の固体部分と、を備え、前記第２面の他端を引張る
ことにより、第２面が第１面上を滑って第１面をヒートシールされたフランジ部から剥離
し、蓋体の収納部内に収納された固体部分を液体部分が収納された容器本体内へ落下させ
、容器底面のうち収納部下方に固形部分が載置される載置台を上方へ突出して設けたこと
を特徴とする包装体である。
【０００８】
本発明によれば、シート体の第２面の他端を引張ることにより、第２面が第１面上を滑り
、第２面に連結された第１面がフランジ部から剥離される。この間、蓋体の収納部内に収
納されたデザート食品の固体部分は第２面上において収納部により保持される。第１面が
フランジ部から剥離されると、収納部内のデザート食品の固体部分はデザート食品の液体
部分が収納された容器本体内に落下する。
【０００９】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照して本発明の実施の形態について説明する。図１乃至図４は、本発明に
よる包装体の実施の形態を示す図である。
【００１０】
図１および図２に示すように、包装容器１０は上端が開口するとともに、この開口周縁に
設けられたフランジ部１２を有する容器本体１１と、この容器本体１１を覆う蓋体２５と
、容器本体１１と蓋体２５との間に介在して設けられてシート体２０とを備えている。
【００１１】
このうち容器本体１１のフランジ部１２上には、容器本体１１の開口周縁に沿ってヒート
シール用リブ１３が設けられ、またフランジ１２上の端部には係合リブ１５が突設されて
いる。また容器本体１１内の底部にはデザート用ソース（デザート食品の液体部分）３１
が予め収納されており、さらに容器本体１１の底面には後述するスポンジ菓子（デザート
食品の固体部分）３２を載置するための載置台１４が設けられている。
【００１２】
一方、蓋体２５はスポンジ菓子３２を収納する収納部２６と、容器本体１１のフランジ部
１２の外周に嵌込まれる周縁突部２８とを有している。また蓋体２５には下方へ突出する
係合突起２７が設けられている。そして容器本体１１のフランジ部１２に蓋体２５を嵌込
んだ場合、蓋体２５の周縁突部２８と係合突起２７との間でフランジ部１２の係合リブ１
５を挟持することにより、容器本体１１に対して蓋体２５がずれないようになっている。
なお、スポンジ菓子３２は略三角柱状となっており、これに対応して収納部２６も略三角
筒状となっている。さらに載置台１４は略三角形状となっている。
【００１３】
また、シート体２０はフランジ部１２のヒートシール用リブ１３にヒートシールされて容
器本体１１の上端開口を密閉する第１面２１と、この第１面に一端２２ａが連結され他端
２２ｂがフランジ部１２から外方へ突出する第２面２２とを有している。このようなシー
ト体２０において、第２面２２の他端２２ｂを外方から引張ることにより、第２面２２が
第１面２１上を滑り、第１面２１をフランジ部１２のリブ１３から剥離するようになって
いる。
【００１４】
上述のように、包装容器１０は容器本体１１と、容器本体１１を覆う蓋体２５と、容器本
体１１と蓋体２５との間に介在して設けられたシート体２０とからなっており、さらにこ
の包装容器１０と、容器本体１１内に収納されたデザート用ソース３１と、蓋体２５の収
納部２６内に収納されたスポンジ菓子３２とから包装体が構成される。
【００１５】
次に各部の材質について、以下述べる。まず容器本体１１は、ポリプロピレン（ＰＰ）か
らなっている。また蓋体２５は、透明のハイインパクトポリスチレン（ＨＩＰＳ）からな
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っている。
【００１６】
またシール体２０の材質としては、積層フィルムが使用され、その構成は基材層／シーラ
ント層、又は、基材層／中間層／シーラント層のように積層したフィルムとなっている。
このような構成において、基材層及び中間層は単層又は二種以上の多層で構成される。ま
た、上記各層の間には必要に応じて接着層を設けることができる。
【００１７】
本発明においては、例えば基材層としてポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）１２μ／
延伸ナイロン（ＯＮ）１５μの貼合フィルムを用い、引張り強度、引裂き強度および耐ピ
ンホール性を向上させる。この場合は、基材層にイージーピールシーラント（東セロＣＭ
ＰＳＯ１１Ｃ）３０μを積層し、シール材２０の層構成をＰＥＴ１２μ／ＯＮ１５μ／イ
ーシーピールシーラント３０μとする。
【００１８】
なお、本発明において、シール体２０にとって、最低限不可欠な機能は、容器本体１１と
適度な強度でシール可能であること（イージーピール性）と、開封時に加わる引っ張り方
向の力に耐えうること（引張強度）である。従って、シーラント層のみで上記両方の機能
を保有すれば、シール体２０を単層フィルムから構成してもよい。
【００１９】
次にこのような構成からなる本実施の形態の作用について説明する。
【００２０】
まず容器本体１１内にデザート用ソース３１が収納され、次に容器本体１１のフランジ部
１２上に設けられたヒートシール用リブ１３にシート体２０の第１面２１がヒートシール
される。フランジ部１２に対してシート体２０をヒートシールする作用について図３およ
び図４により説明する。図３および図４に示すように、まず容器本体１１上にシート体２
０用のフィルム２４が巻体３０から繰り出される。
【００２１】
次に図３に示すように容器本体１１のフランジ部１２上に設けられたヒートシール用リブ
１３に、フィルム２４がヒートシールされる。次にヒートシール用リブ１３にヒートシー
ルされたフィルム２４が、切込線２４ａに沿って型抜きされ、このようにして第１面２１
と第２面２２とからなるシート体２０が得られる。この場合、第１面２１の形状は、容器
本体１１のフランジ部１２外周より大きくなっているが、第２面２２の形状はフランジ部
１２外周と略同一となっている（図３）。このため、第１面２１の形状は、第２面２２の
形状より大きくなっている。
【００２２】
次にシート体２０の第２面上にスポンジ菓子３２が載置され、その後容器本体１１のフラ
ンジ部１２に蓋体２５が嵌込まれる。
【００２３】
この場合、蓋体２５の周縁突部２８がフランジ部１２の外周に嵌込まれ、またスポンジ菓
子３２が蓋体２５の収納部２６内に収納される。またフランジ部１２の係合リブ１５が周
縁突部２８と係合突起２７との間で挟持されるとともに、第２面２２の他端２２ｂが、容
器本体１１のフランジ部１２および蓋体２５の周縁突部２８の間から外方へ突出している
。また第１面２１の周縁は、フランジ部１２と周縁突部２８との間に狭まる。
【００２４】
このようにして包装容器１０内に、デザート用ソース３１とスポンジ菓子３２とを収納し
てなる包装体が得られる。包装容器１０のうち容器本体１１と蓋体２５は、必要に応じて
容器本体１１および蓋体２５の端部に設けられた閉止シール（図示せず）により互いに離
れないよう連結保持されている。この場合、閉止シール上に、包装容器１０の開封手順を
書込んでもよい。
【００２５】
次に容器本体１１のフランジ部１２と蓋体２５のうち、係合リブ１５側を上下方向から把
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持し、同時に第２面２２の他端２２ｂを外方へ引張る。この場合、シート体２０の第２面
２２が、第１面２１上を滑るとともに、第２面２２に連結された第１面２１がフランジ部
１２のヒートシール用リブ１３から徐々に剥離する。
【００２６】
この間、フランジ部１２の係合リブ１５が周縁突部２８と係合突起２７との間で挟持され
るので、容器本体１１に対して蓋体２５がずれることはなく、またスポンジ菓子３２は蓋
体２５の収納部２６内に収納保持される。また第１面２１の周縁がフランジ部１２と周縁
突部２８との間に狭持されているので、他端２２ｂを外方へ引張った場合、第２面２２か
ら第１面２１側へ引張力が加わり、このため第１面２１の周縁によってフランジ部１２と
周縁突部２８との間の嵌合が解除される。
【００２７】
その後シート体２０の第１面２１がフランジ部１２のヒートシール用リブ１３から徐々に
剥離し、シート体２０がスポンジ菓子３２の下方から第２面２２の他端２２ｂ側へ移行す
ると、スポンジ菓子３２は下方へ落下して容器本体１１内の載置台１４上に載置される。
このように、スポンジ菓子３２は容器本体１１内の載置台１４上に載置されるので、スポ
ンジ菓子３２がデザート用ソース３１に過度に浸されることはない。
【００２８】
その後蓋体２５を容器本体１１から取外し、容器本体１１内のデザート用ソース３１をス
プーン等により載置台１４上のスポンジ菓子３２上に注ぐ。
【００２９】
次に載置台１４上のスポンジ菓子３２を食べることができる。
【００３０】
以上のように本実施の形態によれば、容器本体１１のフランジ部１２と蓋体２５とを把持
しながら、第２面２２の他端２２ｂを外方へ引張るだけで、フランジ部１２のヒートシー
ル用リブ１３から第１面２１を剥離させることができるとともに、スポンジ菓子３２を予
めデザート用ソース３１が収納された容器本体１１の載置台１４上に載置することができ
る。このため、容易にスポンジ菓子３２にデザート用ソース３１を容器に注いで食べるこ
とができる。
【００３１】
【発明の効果】
以上のように本発明によれば、シート体の第２面他端を引張るだけで、シート体の第１面
を容器本体のフランジ部から剥離させて、収納部内のデザート食品の固体部分をデザート
食品の液体部分が収納された容器本体内へ落下させることができる。このため容器本体内
において、デザート食品の固体部分と液体部分を容易に混ぜ合せることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による包装体の実施の形態を示す斜視図。
【図２】図１に示す包装体の側断面図。
【図３】容器本体にシート体をヒートシールする状態を示す図。
【図４】シート体を示す平面図。
【符号の説明】
１０　包装容器
１１　容器本体
１２　フランジ部
１３　ヒートシール用リブ
１４　載置台
１５　係合リブ
２０　シート体
２１　第１面
２２　第２面
２２ａ　一端
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２２ｂ　他端
２５　蓋体
２６　収納部
２７　係合突起
２８　周縁突部
３１　デザート用ソース
３２　スポンジ菓子

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】
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